
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Theme01 式と証明 §1 整式の計算 

 

１ 

　次の多項式，について，をで割った商と余りを求めよ。　　　　　　　　

　  ，　　　　　　  ，

　  ，　　　　　　　  ，  
 

 

２ 

　次のような多項式を，それぞれ求めよ。

　    をで割ると，商が，余りが

　      をで割ると，商が  ，余りが

　    をで割ると，商がと一致し，余りが
 

 

３ 

　次の式，をについての多項式とみて，をで割った商と余りを求めよ。

　      ，

　       ，　   
 

 

４ 

　次の分数式を約分して，既約分数式にせよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
  

  
　　　　　　　　

   

 
　　　　　　

  

  

　
  

  
　　　　　　　

 
  

   
　　　　　　

   

 
 

 

 

 

 

 

 

 



５ 

　次の計算をせよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　


   

  


  

 
 


　　　　　　　　

 

 

 

  

　
  

  


 

  
　　　　

  

   


   

   

　
  

  


  

  
　　　　　

 

 


  

　
   

 


  

  


   

 
 

 

６ 

　次の計算をせよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
 

 



 
　　　　　　　　　　　



  




  

　


 




  
　　　　　　　　

 

  


 

 

　
 

  


 

  
　　　　　　　

 

   


 

   


 

  
 

 

７ 

　次の式を簡単にせよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

 


 

 


 

　　　　　　　　　





 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Theme02 複素数  §1 虚数基本計算 

 

１ 
　次の計算をせよ．

　       　　　　　       　　　　　       

　 
   　　　　　　　　      　　　　　　     

 
 

２ 
　次の等式を満たす実数，の値を求めよ．

　    　　　　　　　　　　　　         

　          　　　　　　　        
 

 

３ 

　次の複素数について，それと共役な複素数との和，積を求めよ．

　  　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　
 

 

４ 

　次の計算をせよ．

　


 
　　　　　

 


　　　　　

 

 
　　　　　 

 

 

 

 


 

 

５ 
　次の各数を，を用いて表せ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　





 

 

６ 
　次の方程式の解を求めよ．

　  　　　　　　　　   　　　　　　　　   

　    　　　　　　  
   　　　　　  

   
 

 



７ 

　 
  


， 
  


であるとき，次の式の値を求めよ．

　  　　　　　　  　　　   　　　      
 

 

８ 

　平方して  となる複素数   ，は整数を求めよ．


 

 

９ 

　等式        を満たす実数，の値を求めよ．　　　　　　
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Theme03 図形と方程式 §8 円 

 

１ 
　次のような円の方程式を求めよ．

　中心が原点，半径　　　　　　　　　中心が ， ，半径

　中心が ， で原点を通る．　　　　　直径の両端が ， ， ， 

　中心が ， で軸に接する．　　　　点 ，， ， ， ， を通る
 

 

２ 
　次の方程式は，どんな図形を表すか．

　     　　　　　　　　　　     

　        　　　　　　       　　　　　　
 

 

３ 
　次の円の方程式を求めよ．

　円      と中心が同じで，点 ， を通る円

　点 ，  に関して，円   と対称な円

　軸上に中心があって，点 ， ， ， を通る円

　中心が直線  上にあり，半径が で点 ， を通る円

　点 ， を通り，軸および軸に接する円

　直線   ，   ，   で作られる三角形の外接円　　　　　　
 

 

４ 

　方程式       



 が円を表すとき

　定数の値の範囲を求めよ．

　この円の半径が最大になるとき，その大きさと定数の値を求めよ．　　　　　
 

 

 

 

 

 

 

 



§9 円と直線の位置決定 

 

１ 
　円   と次の直線の位置関係異なる点で交わる，接する，共有点をもたない

を調べよ．また，共有点のあるときは，その座標を求めよ．

　   　　　　　　　　   　　　　　　　   
 

 

２ 
　次の直線と円が，ア，イ，ウの各条件を満たすように，それぞれ定数の値または

の値の範囲を定めよ．

　ア　異なる点で交わる　　　イ　接する　　　　　　　ウ　共有点をもたない

　   ，   　　　　　　　　　   ，   
 

 

３ 
　中心が点 ， で，直線    に接する円の方程式を求めよ．　　　　　　

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Theme05 三角関数  §1 弧度法と一般角 

 

１ 

　次の角の動径を図示せよ。また，それぞれ第何象限にあるか。　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 

 

２ 
　次の角の動径をとするとき，動径の表す一般角をは整数の形

で表せ。ただし，とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 

 

§2 弧度法 

 

１ 

　次の角を，度数は弧度に，弧度は度数に，それぞれ書き直せ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　



　　　　　




　　　　　




　　　　　




　　　　　

 

２ 

　次のような扇形の弧の長さと面積を求めよ。

　半径，中心角



　　　　　　　　　　　半径，中心角　　　　　　　　　

　　　
 

３ 












　右の図の扇形において，斜線部分の面積がであると

き，中心角を求めよ。

 
 



Theme10 数列 §1 数列の表し方 

 

１ 

　一般項が次の式で表される数列  の，初項から第項までを求めよ．

　  　　　　　　　　　　　　　  ･
 　

 

 

２ 

　次の数列はある規則で作られている．その規則を考え，一般項を求めよ．

　，，，，，……　　　　　　　　，，，，，，……

　



，



，




，



，……　　　　　　，，，，，……

　･，･，･，･，……　　　　　，



，




，




，……　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



§2 等差数列 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

　次の等差数列の公差と一般項を求めよ．また，第項を求めよ．

　，，，，……　　　　　　　　　　□，，□，，……　　　　　　　　　
 

 

２ 

　等差数列において，初項，公差，第項  として，次のものを求めよ．

　，  のとき，  　　　　　，  のとき，  　　　　
 

 

３ 

　第項が，第項がである等差数列の，初項と公差を求めよ．　　　　　

また，はこの数列の第何項か．
 

 

４ 

　等差数列，，，……において，第何項が初めてより大きくなるか．　　　　
 

 

      ……

個

　等差数列の一般式

　　　　      　

　  ，  ，  ，  ，  ，……　   ，  　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を公差という

　　　    ……

　　　　    　　　

   

＝

　＝

　（例）　   ……


